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1 は じ め に

草地,飼料畑の雑草というと,エ ゾノギシギシやンロザ,

ヒエ類といったものが強害雑草として一般的であった。し

かし近年,こ れら以外にイチビやキハマスゲ (シ ョクヨウ

ガヤツリ),ア ザミ類といった,以前からあったが,あま

り問題とされていなかった帰化種を中心とした雑草が,全

国的に大きな問題を起こしている`ヽ そこで,こ れらの新

しい強害雑草の東北地域における分布及び被害状況を把握

するために,ア ンケートによる調査を1993,94年 に実施し,

検討を行ったので報告する。

2調 査 方 法

調査は,東北 6県の全農業改良普及センターを対象に,

アンケート用紙を配布する形式で行った。調査の対象草種

は帰化種に限定せず,帰化種を中心として現在問題となっ

ている雑草種 (ただし,エ ゾノギシギシは除く)と した。

調査項目は,雑草名,発生地域,発生場所 (地目,草地 ,

飼料畑に限定せず),作付作物.発生頻度,被害,侵入時期,

動向等"と した。また,雑草のFal定用として写真と,説明

資料も添付した。

3 調査結果及び考察

東北 6県には農業改良普及センターが88あ り (1993年 ,

支所,駐在所を除く),そのうち回答が得られたのは57普

及センター (65%)で あつた。報告のあった草種は18科45

の種又は類に及んだ
1ゝ

以下に発生件数が多く,ま た被害も出ている草種につい

て,簡単な特徴と分布を図示する。取り上げた草種は,発

生件数が多く,ま た被害もでている草種である。地図上の

細線は市町村境,中線は普及センターの管轄区,太線は県

境を示す。●の大きさは,被害の程度を示すが,その普及

センター管内で報告のあった最も大きな被害状況を示し,

管内全体がその被害状況であるということではない。また,

黒く塗りつぶされているのは,同答の得られなかった所で

ある。

図 1  イチビ (スι″″οれιんθopλ′αs'Medic)

アオイ科の 1年生。主に飼料畑に発生。除草剤の内,土

壌処理剤の効果が薄く,ま た実生の発生が秋まで続く。東

北全体に発生し,ま た被害報告も多い。

図2 ヒルガオ類 (ヒ ルガオ Cα″S″」αブ
"ο
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Choisy, コヒフレガオ CんOaθκ cοα、vall, セイヨウヒ

ソレガオ Cottυοιυψれs αrυθλsts L, など)

ヒルガオ科の多年生つる植物。地下茎での繁殖力が非常

に強い。東北全体の飼料畑に発生し,被害も大きい。

図3 アメリカオニアザミ (CjttJしれ υしなα″ TenOrD
キク科の越年生。多数の鋭い棘を持つため,放牧草地で

牛が食べ残し,問題となる。山形県,宮城県での報告は少

ないが,他県では全体に発生が見られる。類似種としてセ

イヨウトゲアザミ (C αrυο2sc Scop 多年生)がある。

図4 ヒユ類 (アオビユ (ホ ナガイヌビユ)スれαrα′ιん
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など)

ヒユ科の1年生,水田以外の耕地に発生。南東北での発

生被害が目立つが,青森県でも発生。

図 5  ヮソレナスピ (Sottλこ
“
cα′ο′れθれsο L)

ナス科の多年生,葉及び茎に鋭い棘を持つ。水日以外の

耕地に発生。福島県には少ないが,他県では全体に発生。

図6 アレチウリ (Stc,οs″νg〃αιιs L)

ウリ科の 1年生つる植物,飼料畑や法面,河川敷等での

発生が見られ, トウモロコン畑を覆い尽くすことがある。

青森県以外の全県で発生。

以上の他に,発生及び被害報告の多かった卓種として ,

オナモミ類,ハルザキヤマガラン,カ ミツレモドキ,ア カ

ザ類,チ ョウセンアサガオ類等があげられ,さ らにこれら

の分布も,先の車種と同様,特にある地域に集中して分布

する傾向はなく,東北全体に散在している。

我が国には現在,家畜用飼料として多種多量のものが ,

世界中から持ち込まれている。これらのすべてが十分に精

選され,雑草やその種子の混入が全くないと言うことはあ

り得ず,事実かなりの量の雑草種子が飼料に混入して入っ

てきている
3)。 また,輸入後もすべてが十分な加熱や粉砕
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処理を受けているわけではなく,海外から来た雑草の種子

が生きたまま農家まで届いているのである。これらのこと

から,今回取り上げた雑草の侵入及び拡大のパターンは,
ある1ケ所から拡がったものではなく,発生地点のそれぞ

れに別個に侵入し,そ こに定着,繁殖拡大したものと考え

られる。

また,通常草地飼料畑に多い雑草が,野菜や果樹といっ

た一般の畑地でも発生しているという報告が見られたが
,

一般の畑地の侵入が堆厩肥経由以外考えられない例もあり,

帰化雑草の問題が,畜産農家だけの問題ではなくなってき

ていることにも注意しなければならない。

4 ま と め

先にも述べたとおり,我が国には飼料と共に世界中の多

種多様な雑草の種子が季節を問わず持ち込まれ,生きたま

ま農家まで届いている。これらの雑草のうち,侵入先の気

候,条件に適応できたものが定着する。さらに定着したも
ののうち,現在の一般的な管理方法では防除できない雑草
が,逆に圃場において選択的に残され大発生につながるこ

とも考えられる。現状では種子の侵入を完全に防止するこ

とは難しいため,常に新しい雑草の発生に注意し,初期の

段階で防除することが重要であろう。
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